
社会科教育選修（外国史分野）教員公募要項 
山口大学教育学部 

 
１．採用職種     講師または准教授（女性限定） 
 
２．採用人員     1名 
 
３．採用予定年月日  2026年4月1 日 
 
４．教育研究分野   外国史 
 
５．担当授業科目等 学 部：外国史Ⅰ、外国史Ⅱ、外国史演習、社会科内容開発研究（分担）、社会科授業実践基礎演

習（分担）、初等科社会（分担）、教職実践演習（分担）、卒業研究 等 
大学院：社会科教育内容構成特論（地理歴史領域）、社会科・地理歴史教育指導法演習、文明と宗 

教特論 等 
共通教育：基礎セミナー（分担）、文化の継承と創造Ⅰ・Ⅱ 
※その他：教職概論（分担）、教職キャリア形成Ⅰ・Ⅱ（分担）等を担当することがあります。 

 
６．応募資格 １）女性であること 

※山口大学では、男女共同参画を推進しており、「男女雇用機会均等法」第8 条の規定により、

研究者の女性割合を積極的に改善するための措置として、女性に限定した公募を実施します。 
２）修士の学位を有する方もしくはこれと同等以上の研究業績を有する方 
３）教員養成に高い関心と意欲を持つ方 
４）上記科目（学部、大学院、共通教育）の授業を担当できる方 
５）教育学部および大学院において熱意をもって教育・研究指導ができる方 
６）採用後は、山口市およびその周辺の通勤可能な地域に居住できる方 
７）附属学校園における協働実践・協働研究に積極的に取り組む意欲を有する方 
８）中学校教諭一種免許状（社会）および高等学校教諭一種免許状（地理歴史）を有する方が望ましい。 

 
７．待 遇  給与等雇用条件は本学の規定によります。年俸制が適用されます。 
 
８．応募期限 2025年4 月30 日（水）必着 
 
９．提出書類  
１）履歴書（指定様式（様式１）） 
２）研究・教育業績調書（指定様式（様式２）） 
３）上記２）に関する主要業績資料（10 点以内） 

研究業績については、著書・論文、学会発表資料、プログラム等。教育業績については、検定教科書、指導書、

実践報告書等。これらは現物もしくは別刷り・コピー・その他証明できる資料を提出してください。 
４）上記３）のうち、研究業績３点についての要旨（書式自由、各500字程度） 
５）これまでの研究概要と着任後の研究計画（書式自由、A4 判1 ページ以内） 
６）これまでの教育活動の概要と着任後の教育活動・教員養成に対する抱負（書式自由、A4 判1ページ以内） 
７）これまでの教育実績（担当授業科目、指定様式（様式３）） 

※指定様式（様式１～３）の書類は、別添の山口大学教育学部作成の様式を使用すること。また、（様式２）記入

例が必要な場合は、山口大学教育学部総務企画係（E-mail：ed142@yamaguchi-u.ac.jp）まで請求すること 
   ※ 指定様式（様式１～３）はhttps://www.yamaguchi-u.ac.jp/company/recruitment-teachers/index.html（教育学部の

専用様式）からもダウンロードできます。                

 

mailto:ed142@yamaguchi-u.ac.jp
https://www.yamaguchi-u.ac.jp/company/recruitment-teachers/index.html


 
１０．書類提出先 〒753-8513 山口市吉田1677-1 

山口大学教育学部長 鷹岡 亮 宛 
 

応募書類は簡易書留とし、表に「社会科教育選修  外国史分野教員応募」と朱書きしてください。なお、応募書類

は原則として返却いたしません。ただし、応募書類の返却を希望する場合は、必要額の切手を貼付し、返送先を記

載した返信用封筒（宅配便の場合は着払いの送り状）を同封願います。 
 

１１．選考方法 
１）選考にあたって、新たな資料の提出を求める場合があります。 
２）提出された資料に基づいて一次選考を行い、候補者（若干名）に対する二次選考として、本学部において面接およ

び模擬授業を行います。面接および模擬授業に要する旅費、宿泊費等は応募者負担となります。 
 
１２．その他 
１）採用にあたっては、社会科教育選修の講師または准教授として採用されます。採用後は、学部では社会科教育選

修、大学院では人間社会科学研究科の教員として教育・研究に従事し、その他学生指導、学部・大学院および大学

運営に関わる各種業務（教育実習等）を担当します。 
２）本学の定年年齢は65 歳です。 
３）本学では、子育てや介護等によるライフイベントと仕事の両立支援を積極的に行なっており、吉田キャンパス内

での長期休暇中の学童保育の実施や、病児保育を利用した際の助成制度、研究補助員制度、メンター制度、研究

活動復帰支援制度、介護支援制度などを整備しております。 
（参照：山口大学ダイバーシティ推進室 https://ds0n.cc.yamaguchi-u.ac.jp/~diversity/） 

４）提出していただいた個人情報は、採用者の選考および任用等の手続きを行う目的で利用するものであり、この目

的以外で利用および提供することはありません。 
 

１３．照会先 〒753-8513 山口市吉田1677-1 
山口大学教育学部社会科教育選修  松原 幸恵 
TEL：083-933-5326  E-mail：yukiem@yamaguchi-u.ac.jp 
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山口大学はワークライフバランスを支援しています！

山口大学では、大学の構成員（学生・教員・職員）のダイバーシティ（多様性）を積極的に高め、同時に各自の個性と能力が最
大限に発揮できるような労働環境の整備に取組んでいます。そのために、ダイバーシティ推進室ではジェンダーバランスの促進をはじめ、
ワークライフバランスのための様々な取組を進めていきます。詳しくはホームページでも紹介しておりますので、ご覧ください。

https://ds0n.cc.yamaguchi-u.ac.jp/~diversity/

学童保育
ヤマミィ学級
（吉田キャンパス）

小学校の夏・冬・春休み
の間、教職員・学生のお
子様を預かる学内学童
保育「ヤマミィ学級」を運
営しています。教員や学
生による大学ならではの
多彩なプログラムも提供
しています。

病児保育施設等
利用助成制度
教職員(共済または社会
保険加入者かつ配偶者
がある場合には配偶者が
就業中の方)のお子様が
病児保育施設を利用し
た場合に、利用料の一
部を助成します。事前登
録制です。

留学生
サポーター
制度

語学力で研究活動のサ
ポートを目的として、英
語・中国語・韓国語を母
国語とする留学生を紹
介し、母国語を用いた研
究活動の補助業務のた
めにサポーターとして配置
することができます。

学内託児
スペース貸出

教職員がお子様の保育
のために利用できる託児
スペースを学内で貸し出
しています。保育者は利
用者が自費で用意しま
す。保育者については、
ダイバーシティ推進室が
紹介することもできます。

研究活動
復帰支援制度
ライフイベントによる休業
等から復帰後1年以内
の本学の研究者を対象
に、研究活動にかかる経
費の一部を助成します。

研究補助員
制度

ライフイベントを抱える本
学の研究者を対象に、
学部生や大学院生を研
究補助員として配置する
ことが可能です。

介護支援
法人契約を締結している
支援団体の提供する
サービスを受けることがで
きます。
【相談】
介護に関するあらゆる相談につ
いてメール・電話・面談にてお受
けします。
【代行業務】
離れて暮らす御両親のお世話
等を専門職が代行し、支援し
ます。

研究についての支援

女性研究者
メンター制度

学内において、主に新任
の女性教員等を対象に、
教育・研究上や大学生
活上のさまざまな疑問や
悩みを相談できる教員
（メンター）とのマッチン
グを行います。

子育てや介護についての支援

カウンセリング
相談制度

本学の教職員等を対象
に、公認心理師の専任
カウンセラー2名体制によ
り、家庭生活を含むあら
ゆるご相談やリフレッシュ
に対応します。

企業主導型
保育所

地域の企業主導型保育
施設（6施設）と利用
契約を締結し、保育サー
ビスを利用することができ
ます。

たんぽぽ保育園
（小串キャンパス）

医学部や附属病院の職
員を対象として、安心し
て働けるよう学内保育園
を整備しています。

基本保育90名
病後児保育3名

山口大学 ダイバーシティ

検索

https://ds0n.cc.yamaguchi-u.ac.jp/~diversity/


Yamaguchi University Supports Work-Life Balance!
At Yamaguchi University, we actively promote diversity among university members (students, and academic and other staff). At

the same time, we are committed to maintaining a work environment where everyone can demonstrate their individuality and
abilities to the full. In order to achieve this, the Diversity Promotion Office is proceeding with various initiatives toward achieving
work-life balance, such as promoting gender balance. Please take a look at the university website for more information.

https://ds0n.cc.yamaguchi-u.ac.jp/~diversity/

Day-Care for 
Schoolchildren: Yama-

Me Classes
(Yoshida Campus)

During elementary schools'
summer, winter, and spring
vacations, we run "Yama-
Me classes" to provide fac-
ulty members and students
with an on-campus day-
care service for their chil-
dren while they are off
school. We also offer a
wide array of programs led
by academic staff and stu-
dents.

Financial Assistance 
System for Using Day-
Care Facilities, etc. for 

Sick Children
Under this system, if faculty
members' children use day-
care facilities for sick children,
partial assistance will be pro-
vided to help with the fees.
(The system is available for
faculty members who are en-
rolled in mutual aid or social
insurance. If they have a
spouse, they are eligible if their
spouse is currently employed.)
You need to register be-
forehand to use the system.

International Student 
Supporter System

The goal of this system is
to support research acti-
vities through language
skills. We can introduce re-
searchers to international
students whose native lan-
guage is English, Chinese,
or Korean, and appoint the
students to carry out sup-
port work for research acti-
vities using their native
language.

Lending On-Campus 
Nursery Spaces

We have on-campus child
care spaces that we lend to
faculty members to use for
day-care for their children.
Users arrange the care-
givers at their own ex-
pense. The Diversity Pro-
motion Office can also
introduce caregivers.

Support System for 
Returning to Research 

Activities
This system supports aca-
demic staff at Yamaguchi
University who returned to
work less than one year
ago after taking time off
because of a life event, by
providing partial assistance
with the expenses required
for research activities. It is
available for female aca-
demic staff, and male aca-
demic staff whose spouses
are researchers at univer-
sities, etc.

Research Assistant 
Program

This system enables aca-
demic staff who experience
a life event to appoint
undergraduate and grad-
uate students as research
assistants. It is available for
female academic staff at
Yamaguchi University, and
male academic staff at
Yamaguchi University
whose spouses are re-
searchers at universities,
etc.

Long-Distance 
Nursing Care Support

Services are available
through a support group we
have signed a corporate
contract with.
[Counseling]
We offer counseling on ev-
erything related to nursing
care by email, over the
phone, or face-to-face.
[Agency Services]
Specialist staff offer sup-
port such as looking after
parents who live far away.

Support Regarding Research

Female Researcher 
Mentor System

The Mentor System is
mainly intended for use by
newly appointed female
academic staff. It matches
them up with academic
staff (mentors) with whom
they can discuss various
doubts and concerns they
may have regarding ed-
ucation, research, and uni-
versity life.

Support Regarding Child Care and Nursing Care

Counseling System
Two counselor who spe-
cializes in clinical psy-
chology is available for
Yamaguchi University fac-
ulty members to talk to
about anything, including
home life. You can also
use the system just to feel
refreshed.

Corporate-Led 
Day-Care Centers

We have made day-care
services available by sign-
ing service contracts with
some local corporate-led
day-care facilities. (Six
facilities are available.)

Tanpopo Nursery 
School (Kogushi 

Campus)

We provide an on-campus
nursery school for staff who
belong to the Medical
School and affiliated hos-
pitals, so they can work
with peace of mind.

Basic day-care: 90 children
Day-care for post-illness 

children: 3 children

Yamaguchi University  Diversity
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